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１宮崎県景気動向指数（平成29年５月分）

(１)　今月の動き

　平成29年５月の本県のDIは、

　先行指数は 60.0%となり、２か月連続で 50.0%を上回った。

　一致指数は 33.3%となり、６か月ぶりに 50.0%を下回った。

　遅行指数は 60.0%となり、２か月連続で 50.0%を上回った。
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(２)　累積景気動向指数

・　シャドウ部分：景気後退期

（参考）

景気動向指数　　：　景気が上向きか、下向きかを総合的に示す指数である。
　　　　　　　　　　50％を上回って推移しているときは景気拡張局面、下回って
　　　　　　　　　推移しているときは景気後退局面と判断される。

累積景気動向指数：　各指数から景気判断の基準となる50を引くことで、景気の拡
　　　　　　　　　張・後退の動向だけを確認することができる指数である。

消費者物価指数（持家の帰属家賃を除
く総合）、資本財出荷指数

　・　見やすくするため、

　　　先行指数には 500、

　　　一致指数には1000、

　　　遅行指数には 600を

　　それぞれ加算している。

先行系列

一致系列

遅行系列

プラスの指標（拡張指標） マイナスの指標

新規求人数（パート含む）、新車登録
台数（乗用車）、ホテル・旅館宿泊客
数

鉱工業在庫率指数(逆)、新設住宅着工
戸数

有効求人倍率、雇用保険受給者実人数
(逆)

百貨店・ｽｰﾊﾟｰ販売額(実質)、鉱工業
生産指数、鉱工業出荷指数、輸入通関
実績(実質)

鉱工業在庫指数、家計消費支出（勤労
者世帯）、貸出約定平均金利
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＊参考資料
「月例経済報告」抜粋（平成29年7月19日：内閣府）
【基調判断】

【 各　論 】

６月月例 ７月月例

　景気は、緩やかな回復基調が続いている。 　景気は、緩やかな回復基調が続いている。

　・個人消費は、緩やかに持ち直している。 　・個人消費は、緩やかに持ち直している。

　・設備投資は、持ち直している。 　・設備投資は、持ち直している。

　・輸出は、持ち直している。 　・輸出は、持ち直している。

　・生産は、持ち直している。 　・生産は、持ち直している。

　・企業収益は、改善している。企業の業況判 　・企業収益は、改善している。企業の業況判

　　断は、改善している。 　　断は、改善している。

　・雇用情勢は、改善している。 　・雇用情勢は、改善している。

　・消費者物価は、横ばいとなっている。 　・消費者物価は、横ばいとなっている。

　先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなか 　先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなか

で、各種政策の効果もあって、緩やかに回復していくこ で、各種政策の効果もあって、緩やかに回復していくこ

とが期待される。ただし、海外経済の不確実性や金融資 とが期待される。ただし、海外経済の不確実性や金融資

本市場の変動の影響に留意する必要がある。 本市場の変動の影響に留意する必要がある。

６月月例 ７月月例

個人消費 緩やかに持ち直している。 緩やかに持ち直している。

設備投資 持ち直している。 持ち直している。

住宅建設 このところ横ばいとなっている。 このところ横ばいとなっている。

公共投資 底堅さが増している。 底堅さが増している。

輸　出 持ち直している。 持ち直している。

輸　入 持ち直しの動きが見られる。 持ち直しの動きが見られる。

貿易・サービス収支 黒字は、おおむね横ばいとなっている。 黒字は、おおむね横ばいとなっている。

生　産 持ち直している。 持ち直している。

企業収益 改善している。 改善している。

業況判断 改善している。 改善している。

倒産件数 おおむね横ばいとなっている。 おおむね横ばいとなっている。

雇用情勢 改善している。 改善している。

国内企業物価 緩やかに上昇している。 このところ上昇テンポが鈍化している。

消費者物価 横ばいとなっている。 横ばいとなっている。

海外経済

　世界の景気は、緩やかに回復している。先
行きについては、緩やかな回復が続くことが
期待される。ただし、アメリカの金融政策正
常化の影響、中国を始めアジア新興国等の経
済の先行き、政策に関する不確実性による影
響、金融資本市場の変動の影響等について留
意する必要がある。

　世界の景気は、緩やかに回復している。先
行きについては、緩やかな回復が続くことが
期待される。ただし、アメリカの金融政策正
常化の影響、中国を始めアジア新興国等の経
済の先行き、政策に関する不確実性による影
響、金融資本市場の変動の影響等について留
意する必要がある。

（注）下線部は、先月から変更した部分。


